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経営情報学部 2023年度 秋季卒業のつどい
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　第35回多摩祭

　SGS Festa 2023

〈経営情報学部〉

　後援会主催 就職セミナー
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〈グローバルスタディーズ学部〉
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HANEDA未来フォーラム

中村その子ゼミが諏訪児童館と連携しイベント運営に参画



多摩大学 2023 年度春学期 褒賞者
【経営情報学部】2023 年度 春学期　優秀学生賞

① 顕著に優れた成績を収めた学生（全科目）　② 学業に対する取組が真摯で他の模範となる者（該当者のいる科目のみ） 　  ◎印は、選出理由

科目名 ◎ 学生氏名
ICT コミュニケーション実践 ② 江頭　優希
ICT コミュニケーション実践 ① 木村　優宏
ICT コミュニケーション入門 ① 竹中　海翔
ICT コミュニケーション入門 ① 中堤　真
ICT コミュニケーション実践 ① 西出　琉人
IT 概論 I ① 齊藤　夏美
IT 概論 I ① 松川　正輝
IT 活用法 ② オウ キョクシン
IT 活用法 ① 小貫　快斗
IT 活用法 ① 佐藤　朋美
IT 活用法 ① 庭野　智恵美
IT 活用法 ② 久永　椋太
IT 活用法 ① 松下　露魅王
アジア経済論 ① 片沼　来夢
アジア経済論 ① 杉山　慶恵
アジア経済論 ① 高橋　類
アジアと日本の歴史 ① 佐藤　虎太郎
アジアと日本の歴史 ① チョウ ゲンメイ
アジアと日本の歴史 ① 松井　秀人
アントレプレナーシップ論 ① 大石　真士
アントレプレナーシップ論 ① 田所　優衣
English Expression I ① 井上　朝陽
English Expression I ① 佐藤　虎太郎
English Expression I ② 平良　きよし
English Expression I ① 東條　裕羽
English Expression I ① 成田　涼介
English Expression I ① 樋口　和花
English Expression I ① 藤間　南々子
Web デザイン ① 相部　羽也斗
Web デザイン ② 清水　翔
Web デザイン ① 齋藤　鼓子
Web デザイン ① 高橋　奈央
Web プログラミング実践 ① 西出　琉人
会計入門 ① 藤間　南々子
韓国語 I ① 安藤　らん
韓国語 I ① 齋藤　麻夏
韓国語 I ① 佐藤　美歩
韓国語 I ① 松下　露魅王
韓国ビジネスコミュニケーション I ① 岩垣　実果
韓国ビジネスコミュニケーション I ① 大林　愛礼
キャリア・デザイン I ① 齋藤　鼓子
キャリア・デザイン I ① 竹中　海翔
キャリア・デザイン I ② 森　巧光
キャリア・デザイン I ① 山内　翔太
キャリア・デザイン III ① 新井　健太
キャリア・デザイン III ① 坂根　怜司
キャリア・デザイン III ① 佐川　航太
キャリア・デザイン III ① 丹羽　優介
教育心理学 ① 清水　千伶那
業界研究 ① 塚本　光
クラウドサービス活用 ① 柳澤　孝彰
クリエイティブデザイン I（動画編集） ① 木下　明音
グローカルビジネス入門 ① 青木　公亮
グローカルビジネス入門 ① 青島　みのり
グローカルビジネス入門 ① 女部田　藍琉
グローカルビジネス入門 ① 小山　紗
グローカルビジネス入門 ① 佐藤　美歩
グローカルビジネス入門 ① 成田　涼介
グローカルビジネス入門 ① 沼倉　和瑚
グローカルビジネス入門 ① パク　ソヨン
グローカルビジネス入門 ① 藤間　南々子
経営学入門 ① 小山　紗
経営学入門 ① 鈴木　夏生
経営学入門 ① 高橋　瞭
経営学入門 ① 藤間　南々子
経営学入門 ① 松下　露魅王
経営情報論 ① 大林　愛礼
経営戦略論 ① 新井　健太
経営戦略論 ① 佐川　航太
経営戦略論 ① 高橋　和磨
経営組織 ① 新井　健太
経営と意思決定 ① 草刈　三結
経営と意思決定 ① 松永　真ノ助
経営と意思決定 ① 米澤　珠巳
経済学入門 ① 齊藤　夏美
経済学入門 ① 佐川　航太
現代欧州論 ① 佐藤　梨々華
国際関係論 ② 大熊　優嘉
国際関係論 ① 大高　空真
サービス産業論 ① 青山　優衣
サービス産業論 ① 齊藤　夏美
財務分析 ① 溝尻　冴夏

科目名 ◎ 学生氏名
サブカルチャー論 ① 東良　紗里
サブカルチャー論 ① 降矢　悠太
事業構想実践論 ① 青山　優衣
事業構想実践論 ① 降矢　悠太
事業構想実践論 ① 農端　大和
事業構想論 ① 高橋　あんり
時事問題研究基礎 ① 佐藤　駿
情報と職業 ① 小山　孝実
情報ネットワーク ② 江頭　優希
情報ネットワーク ① 中西　昂翼
スタディースキル入門 ② 池田　賢吾
スタディースキル入門 ① 池田　遥音
スタディースキル入門 ② 老川　冬音徒
スタディースキル入門 ① 佐藤　虎太郎
スタディースキル入門 ② 太古前　虎汰郎
スタディースキル入門 ① 千々岩 ナオール暁
スタディースキル入門 ① 中水流　晴人
スタディースキル入門 ① 樋口　和花
スタディースキル入門 ② 森　巧光
スタディースキル入門 ① パク　ソヨン
スタディースキル入門 ① 若枝　遙
スポーツ II ① 池田　琉斗
スポーツ II ① 吉田　真央
地域ビジネスプランニング ① 齊藤　夏美
知覚心理学 ① 佐川　航太
知覚心理学 ① 佐藤　活希
中級簿記 ① 長谷　綾音
中国経済論 ① 降矢　悠太
中国経済論 ① 松本　記恵
中国語 I ① 鈴木　未恭
中国語 I ① 関口　天翔
中国語 I ② 野中　柊希
中国語 I ② 村上　諒汰
中国ビジネスコミュニケーション I ① オン チョウサン
中国ビジネスコミュニケーション I ② 更科　宏太朗
中小企業論 ① 長田　華山
調査実験入門 ① 河輪　拓樹
データサイエンス I（データ利活用の基礎スキル） ① 與田　雄太
データサイエンス III（データの要約と因果関係） ① 草刈　三結
データベース I（Access） ① 草刈　三結
データベース I（Access） ① 三溝　凜
デザイン思考 ① 大谷　奨
デザイン思考 ① 大林　愛礼
デザイン思考 ① 柴田　優吾
デザイン思考 ① 中堤　真
デザイン思考 ② 久永　椋太
哲学入門 ① 橋本　隼太朗
TOEIC I ① 井上　保奈海
TOEIC I ① 東郷　聖弥
TOEIC III ① アン　ソンウ
TOEIC III ② 謝　佳ブン
特別講座 I ① 吉田　真央
特別講座 I ① オン チョウサン
特別講座 I ① 三宅　優輝
日本語講座初級 ② シン　ウ
日本語講座中級 I ① パク　ソヨン
認知心理 ① 大林　愛礼
BE 実践 I（戦略） ① 大高　空真
BE 実践 I（戦略） ① 齋藤　鼓子
BE 実践 I（戦略） ① 高橋　和磨
ビジネス数学基礎 ① 岸　彩乃
ビジネス数学実践 ① 佐藤　虎太郎
ビジネス数学実践 ① 藤間　南々子
ビジネス数学基礎 ① 水野　麟太郎
ビジネス数学 I（線形代数） ① 柳澤　孝彰
ビジネス数学基礎 ① 小山　紗
Practical English Conversation I ① 相部　羽也斗
Practical English Conversation I ① 農端　大和
ブランドマネジメント ① 池谷　さくら
ブランドマネジメント ② 井藤　海人
ブランドマネジメント ① 阪本　彩歌
ブランドマネジメント ① 佐藤　雅哉
ブランドマネジメント ① 武田　葵
ブランドマネジメント ① 松永　真ノ助
ブランドマネジメント ① 山下　智也
プレゼミ I ② オン チョウサン
プレゼミ I ② 今野　凛々
プレゼミ I ② 清水　翔
プレゼミ I ② 鈴木　海渡
プレゼミ I ② チョウ ゲンメイ
プレゼミ I ② 遠山　暖
プレゼミ I ② 長田　華山
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2023 年度 秋季卒業のつどい
　2023 年 9 月 16 日（土）多摩キャンパスにて、「2023 年度 多摩大学 秋季卒業のつどい」を執り行いました。今年度の秋季卒業生は

3 名、式典に出席した卒業生には、小林英夫 経営情報学部長から学位記が授与されました。

　杉田文章副学長は、「世の中の変化に対する適合の仕方が、卒業後の人生を決めることになります。学び続けながら、常に注意深くア

ンテナを張り情報を得て、さらに一歩先へ飛び込むような気概で臨んでほしいと思います。今後の人生で、機会と望みがあれば、いつ

でも躊躇せずに母校の門を叩いてください。学び得ながら着実に歩んでいく人生を大学教職員一同、切に願っています。10 年後 20 年

後に成長した姿で再会できることを楽しみにしています。がんばってください」とお祝いと励ましのことばを伝えました。就職委員長

の金美徳教授は、「大学で学んだ知識が血となり骨となり身となるように、今後、仕事や人生の糧としていただければ幸いです。ご自身

の人生のみならず、社会貢献、国際貢献にも尽力されましたら幸甚です」と祝辞を述べました。同窓会会長の白倉正子さんは、「大学時

代の 4 年間は自分のことを真剣に悩み、立ち止まり考えることができる貴重な時間です。秋卒業までの半年はさらに大きな価値を見出

す素晴らしい機会になったと思います。同窓会では長いお付き合いになります。再会時にはぜひ近況を聞かせてください」と挨拶、卒

業生の箱田剛輝さんは、「未来について真剣に語り合えるかけがえのない仲間に出会えたことは私の一番の喜びでもあります。これから

は新たな道へ踏み出すことになりますが、どのようなときにも、多摩大学で培った知恵を糧に歩み続けていこうと思います」とお礼の

ことばを述べました。参加者一同で学園歌を斉唱し、和やかな雰囲気の中で卒業のつどいは終了しました。

※科目名 50 音順

※学年は 2023 年度のものとなります
※氏名 50 音順

2023 年度春学期 成績優秀者奨学金奨学生
　学業及び成績が優秀で人物及び健康ともに優れ、他の規範となる学生に対して、多摩大学奨学金規程に基づき審査を経て区分に応じた奨学
金を支給しています。

■ 1 年次
・区分 1

学生氏名
小山　紗

・区分 2
学生氏名

青木　公亮
青島　みのり
足達　航
岡安　大我
小津　明
小貫　快斗
齋藤　礼朗
佐藤　美歩
鈴木　啓太
関口　琢望
高橋　瞭
宅間　詩織
戸田　涼
長野　優哉
中野　諒
樋口　心愛
平山　遥人
深澤　敬輝
森　一明

■ 2 年次
・区分 1

学生氏名
大岡　千咲
大林　愛礼

・区分 2
学生氏名

荒川　陸人
安西　佑騎
五十嵐　虎壱
大石　真士
大内　一輝
木下　明音
齋藤　鼓子
鈴木　綾菜
高橋　あんり
高橋　奈央
竹中　海翔
田所　優衣
チン ウヨウ
野上　隆之介
福島　花音
吉田　真央
若林　駿希

■ 3 年次
・区分 1

学生氏名
佐川　航太

・区分 2
学生氏名

新井　健太
伊藤　真之介
井上　保奈海
岩間　大哉
河輪　拓樹
勝山　義史
加藤　健太
草刈　三結
公保　綾太
小山　孝実
齊藤　夏美
三溝　凜
チョウ ゲンメイ
西出　琉人
降矢　悠太
松本　記恵
ヨウ リュウチン

●経営情報学部
■ 1 年次

・区分 1
学生氏名

　対象者無し

・区分 2
学生氏名

勝又　龍太郎

金田　紗那美

佐藤　愛花

嶋村　東人

前田　愛実

村中　小雪

■ 2 年次
・区分 1

学生氏名

大澤　依吹

・区分 2
学生氏名

大井　陽翔

片山　璃昴

加藤　航矢

木村　泉葵

久保寺　もも

津江　優菜

樋園　隼一

舟瀬　妃子

ミャグマルドルジ スフバト

■ 3 年次
・区分 1

学生氏名

藤原　真弥

・区分 2
学生氏名

小瀧　倫之

片山　美紅

加藤　泰介

加藤　真弓

川口　真依

工藤　祥太

佐武　綾乃

髙田　晴高

渡邊　菜花

●グローバルスタディーズ学部

科目名 ◎ 学生氏名
プレゼミ I ② 林　龍翔
プレゼミ I ② 古川　尚弥
プレゼミ I ② 横田　晃大
プログラミング言語（C#） ① 柴崎　翼
プログラミング入門 ① 藤間　南々子
Basic Office English I ② 相部　羽也斗
Basic Office English I ② 謝　佳ブン
法学（憲法） ① 小山　紗
法学（憲法） ① 晦日　伶菜

科目名 ◎ 学生氏名
マーケティング・データ分析実践 ① 新井　健太
マーケティング・データ分析実践 ① 草刈　三結
マーケティング・データ分析実践 ① 佐川　航太
マーケティング・リサーチ ① 大岡　千咲
マクロ経済学 ① 齊藤　夏美
マクロ経済学 ① 三宅　優輝
ライフ・デザイン ① 小山　紗
ライフ・デザイン ① 樋口　和花
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　今年は新型コロナ感染症拡大以降、3 年ぶりに飲食や活動の制限がない

学園祭が復活しました。気持ちを新たに再開した 2023 年の「新多摩祭」。

総合受付には、多摩祭を楽しみに来場した人々の長い列ができていました。

天候にも恵まれ、屋外の模擬店、アリーナのこども縁日、各教室でのイベ

ントや展示、ヒーローショー、スタンプラリー、学食体験等、学生や家族

連れなど多くの来場者が楽しんでいました。また、16 時 30 分からは学部

生と関係者のみ参加の後夜祭も開催されました。

〈経営情報学部〉多摩キャンパス

第 35回 多摩祭 2023
楽しさを作り上げる新しい「多摩祭」を

2023/10/21 土

屋内イベント

後夜祭

アリ－ナ

模擬店

学部生や関係者を対象とした後夜祭。e-Sports大会決勝、
ビンゴ大会、なかやまきんに君+パフォーマンス

なかやまきんに君と撮影会

たこ焼き、チュロスなど
ゼミやサークルが出店

図書館開放！ゲーム、成果発表展示、
ワークショップ、国際交流など

「つくるぶ」の作品展示

ウクライナ支援
チャリティー展示

e-Sports大会 長島剛ゼミ：卒業生との交流会

石川晴子ゼミ：キッズイングリッシュ

中国からの留学生：お茶会

出原至道ゼミ：
出原研究室企画展

スタンプラリー、こども縁日、コンピュータゲー
ム、脳波体験、成果ポスター展示など

新西誠人ゼミ：映像表現作品

良峯徳和ゼミ：脳波体験 水盛涼一ゼミ：成果ポスター展示

こども
縁日
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　行動制限が解除され、「記憶に残る学園祭」を作りたいという思いを込め

て開催。今回の学園祭のコンセプトは「遊園地」。学内を遊園地のイメージ

で装飾し、飲食も解禁。1 年生が出店し、遊園地を体感できるようなフー

ドを提供、後援会もポップコーンの模擬店で参加しました。ゼミの成果展

示、交換留学生の発表、教育セミナーの開催、またゲーム、音楽ライブ、フォ

トスポットなど誰もが楽しめるイベントもあり、学生や来場者の記憶に残

る学園祭になりました。

〈グローバルスタディーズ学部〉湘南キャンパス

SGS Festa 2023
The most memorable school festival

～最も記憶に残る学園祭～
2023/11/12 日

屋内イベント

韓準祐ゼミ：Discover Fujisawa Shonan 
with Cycling

交換留学生発表：インドネシア・BINUS

桐谷多恵子ゼミ：ウクライナ募金↓

田中孝枝ゼミ：福島研修発表・展示

有志：縁日

Zion‘sサークル：コスプレ喫茶

EPUサークル：
やきいも・アメリカンドッグ・お菓子すくい

プレゼミ模擬店

後夜祭

フルーツポンチ、たい焼き、たこ焼き、チュロス、
ポテト、飲み物、フランクフルト、唐揚げを販売

学園祭実行委員会

ライブ演奏、学園祭実行委員会主
催イベントなど 体育館

学園祭実行委員会主催イベント（箱の中身は…）

ミスコン、ビンゴ大会・有志発表
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　2023 年 9 月 24 日（日）、多摩キャンパスにて、経営情報学部 就職セミナー（経営情報学部後援

会 主催）を開催しました。はじめに後援会長の大水かおり氏による挨拶、続いて小林英夫 経営情報

学部長より多摩大学における就職支援の取り組みについての説明がありました。セミナーは 2 部構成

で、第 1 部は卒業生を迎えたパネルディスカッション、第 2 部はゼミ別の会場で懇談会を行いました。

第 1 部　卒業生によるパネルディスカッション
テーマ「卒業生の仕事観・キャリア観・人生観」卒業生のキャリア創造 ～わたしはこう歩きました～

　　　司会：浜田正幸教授　パネリスト：白倉正子さん（トイレ研究家、多摩大学同窓会会長）、

　　　鈴木亜希子さん（楽天→子育て→やる気スイッチグループ）、鹿子嶋大輝さん（西武信用金庫）

　3 名の卒業生が 1 人 10 分で自己紹介。白倉さんは多摩大学 4 期生、トイレ研究家として 27 年。

「新しい職業の作り方」を学ぼうと多摩大学に入学。初代学長の野田一夫先生のことば「高等教育を

受けた人間は他人のために職を創れ」に影響を受け、「創職」を志す。世界のトイレを視察し問題解

決する中でヒントを模索、トイレテーマパークを備えたトイレ専門店、トイレ事業の世界展開によ

る雇用創出を構想中。鈴木さんは 17 期生で社会人 15 年目。野田稔ゼミ（組織論）に所属し、カナ

ダ留学やゼミ長を経験。大学時代にイメージした10年後の夢は「日本を元気にすること」。楽天グルー

プ（株）では、ユニットリーダーや営業、企画、新卒育成を経験。子育てを経て、現在は総合教育グルー

プの「やる気スイッチグループ」で活躍中。鹿子嶋さんは 2018 年に卒業し、西武信用金庫に就職。

学生時代はテニスサークルの代表としてチームをまとめ、協調性や調整力を培う。地域と密接な関

係を築きお客様や地域に貢献できると考え、信用金庫を選択。仕事のやりがいは、お客様に喜ばれ

感謝されること。後半は、就職活動の乗り越え方など会場との質疑応答も活発に行われました。

第 2 部　教員と保証人のゼミ別懇談会
　保証人とゼミ担当教員が大学生活や学業、就職などについて懇談しました。また、別会場にて教

務関係やキャリア支援課による面談も実施しました。

会場の様子

パネルディスカッション

（ゼミ別）懇談会の様子

小林英夫学部長による説明

後援会主催 就職セミナー 開催

　2023 年 11 月 4 日（土）、多摩キャンパスにて、2025 年卒（3 年生）約 300 名を対象とした「多摩大学 学内業界研究セミナー」を開

催しました。毎年開催される「学内業界研究セミナー」は、就職活動がスタートした 3 年生にとって、企業と対面し少人数で直接、情報

を得ることができる貴重な機会となります。今回も内定実績のある企業、多摩地域・神奈川地域などから企業 28 社にご参加いただきました。

　浜田正幸教授（就職副委員長）は、学生に向けて「皆さんにとってこれからの数ヶ月間は、人生における真剣勝負のときです。逃げず

に真正面から就職活動に取り組んでほしい。今回のセミナーで体験できる 3 時間をぜひ充実したものとしてください」と就職活動への意

識と意欲を促しました。企業の皆様は 001 教室で 1 社 1 分間の自社紹介を行い、その後、教室や図書館など学内各所に設置した企業ブー

スにて、各回 30 分で 3 回の説明会を実施。学生たちはスーツを着用し身だしなみを整えて臨み、それぞれ事前に選んだ 3 社を訪問、社

員の方々による企業案内、事業や業務の説明を熱心に聞いていました。
【参加企業】株式会社イノベイションオブメディカルサービス、AGC グラスプロダクツ株式会社、SMBC 日興証券株式会社、FSX 株式会社、エム・ケー株式会社、京西テクノス株式会社、
京王観光株式会社、コーナン商事株式会社、株式会社 CSS 技術開発、JA 東京中央会、株式会社ショウエイ、シンポー情報システム株式会社、ストラパック株式会社、生活協同組合コー
プみらい、株式会社タカキ、多摩信用金庫、株式会社テイルウィンドシステム、東京ロジファクトリー株式会社、医療法人徳洲会 東京西徳洲会病院、株式会社ニックス、株式会社ビッ
クボイス、武州工業株式会社、町田市役所、株式会社ミート・コンパニオン、三井情報株式会社、三菱ケミカル物流株式会社、株式会社レンタルのニッケン、渡辺パイプ株式会社

企業 28 社参加
2025 年卒生対象「多摩大学 学内業界研究セミナー」

経営情報学部

会場の様子 企業の説明会に参加する学生たち



　2023 年 10 月 16 日（月）、藤沢商工会館ミナパークにて、2023 年度グローバルスタディーズ学部主催シンポジウム「今後の世界の

動きと日本の針路」を開催しました。本学部は 2007 年の創立以来、地域に根差し、地域に愛される存在となることを目指し、その国際性、

観光学等の専門性を活かした社会貢献活動に力を注いできました。このシンポジウムもその一環であり、今年で 12 回目を迎えます。シ

ンポジウムには、鈴木恒夫藤沢市長をはじめ行政関係者や市民など多数の参加がありました。

　新美潤グローバルスタディーズ学部長は、「藤沢市の様々な団体や組織に協力しながら、多摩大学は地域の課題解決に取り組んでいま

す。今後も一層活動の範囲を広げていきたいと思っています。藤沢市は『核兵器廃絶平和都市宣言』に基づき、青少年を被爆地長崎に派

遣する『平和学習長崎派遣プログラム』を実施するなど平和活動に取り組んでいます。今年 5 月には広島で G7 サミットも開催されました。

本日の桐谷専任講師の講演は、それらを踏まえたものです。また、学長講演では、世界情勢の不安定な状況や AI の予想を超えた進歩など、

転換期を迎える世界および日本について問題意識をもって語られます」とシンポジウムのプログラムについて説明をしました。鈴木恒夫

藤沢市長は、「藤沢市は8年前に多摩大学、藤沢市観光協会と観光に関する連携協定を締結しています。多摩大学には観光に関するアンケー

ト調査や飲食店の外国人向けメニューの作成などご協力いただいています。新型コロナの影響で落ち込んだ観光客数も回復の兆しをみ

せています。今後も多摩大学との連携を維持しながら、施策を進めていきたいと考えています」と述べました。桐谷多恵子 専任講師は『今

あらためて被爆者の声を聴きなおす　切明千枝子さんの証言を軸として』と題して、「①はじめに：研究テーマとの出会い、②切明千枝

子さんの語りと視点、③語りの背景としての戦後史、④切明さんはなぜ語ってきたのか？」の項目で、切明さんからの聞き取り調査内

容を報告しました。寺島実郎学長は基調講演「今後の世界の動きと日本の針路」で、近代史におけるロシアと日本、ロンドンから見た

日本の存在感、世界の GDP シェアの推移、高齢化社会、産業と人口、人間と宗教、ウクライナ史におけるユダヤ人などについて、数値

やグラフをもとに最新状況を講じました。

藤沢商工会館ミナパークにて「シンポジウム 2023」開催
グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部グローバルスタディーズ学部

新美潤グローバルスタディーズ学部長 鈴木恒夫藤沢市長 桐谷多恵子 専任講師 寺島実郎学長

ジェロントロジー企画 第 11 弾　「果樹［ぶどう］体験 × 講座」を実施
　2023 年 11 月 5 日（日）、多摩大学「ジェロントロジー企画」 第 11 弾「果

樹［ぶどう］体験×講座」を、山梨県南アルプス市にて実施しました。本企画

は、「多摩大学 寺島実郎監修リレー講座」の受講者を対象に、農業体験を通し

て、リタイア後の世代が新たな社会参画を考える企画として 2017 年より開

始したもので、今回で 11 回目の実施となります。

　ぶどう畑では、醸造家 渋谷英雄氏のご指導のもと荒剪定と雨よけ用ビニー

ル外しの作業を行いました。荒剪定は本剪定の準備となる作業で、番線の一

番高い箇所から飛び出た枝を切り取る作業です。またビニール外しは、折り

たたむ際に平たく伸ばすことが求められ、綺麗に折りたたむ作業に四苦八苦

しながらも、一連の作業を一般参加者、学生、教職員で力を合わせながら行

いました。

　その後、農カフェ「月晴れる」へ移動し、渋谷氏から有機農法で栽培した

ぶどうで造ったワインについての説明と、地元の棚田でとれたお米のごはん

や野菜が美味しい「畑のさつまいも入り野菜カレー」を昼食にいただきました。

　同会場にて、南アルプス市教育委員会文化財課のご協力により「ジャパン

ブルー再び～藍染と南アルプス市の歴史と文化～」のテーマで講座を開講し

ました。近年、現代日本を象徴する色「ジャパンブルー」として光が当てら

れている藍染の歴史をひもときながら、南アルプス市が江戸時代後期から明

治時代にかけて藍染産業の中心地であったことや、最先端科学による藍の発

酵のメカニズムについて、実演を交えながらお話しいただきました。

　最後の行程では、「道の駅富士川」に立ち寄り、新鮮なフルーツや採れ立て

野菜の買い物を楽しみました。長い一日となりましたが、生産活動を経験し、

歴史と文化を学ぶ充実した時間となりました。

会場の様子
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Topics

　2023 年 11 月 19（日）、羽田イノベーションシティ　コングレスクエア羽田（東京都大田区）にて「HANEDA 未来フォーラム～自

動運転 Lv4 ～」（主催：HANEDA INNOVATION CITY 先端産業創造委員会、企画：多摩大学 / 多摩大学 ELSI 研究センター /BOLDLY

株式会社、後援：大田区）が開催されました。

　フォーラムは「自動運転における『人』の役割とコミュニケーション」をテーマとし、第 1 部では、樋笠尭士 経営情報学部専任講師

が「自動運転レベル 4　保安員の役割（法律編）」と題し、特定自動運行保安員が担う義務と業務、佐治友基氏（BOLDLY 株式会社 代

表取締役社長 兼 CEO）が中央センターと地域の共同運行管理体制の構築、今村康子 グローバルスタディーズ学部准教授は「自動運転に

おける人の役割～ホスピタリティ編～」と題し、客室乗務員の目線から特定自動運行保安員の業務と教育について話題を提供しました。

パネルディスカッションでは、樋笠専任講師、佐治氏、今村准教授の 3 名が「自動運転における『人』の役割」について意見交換をし

ました。第 2 部「ミライ世代トーク」では第 1 部の 3 名、谷口直輝氏（鹿島建設株式会社 開発事業本部 事業部）、多摩大生 5 名（大高

ももなさん、米澤珠巳さん、永田直樹さん、大岡千咲さん、高橋奈央さん）が、自動運転を使ったまちづくりについて話し合いました。フォー

ラム最後の「ミライをえがくワークショップ」では、参加者全員が自動運転を使ったまちづくりへの提案を行いました。

　また同会場では、出原至道ゼミ、彩藤ひろみゼミ、新西誠人ゼミによる多摩大学 Technology FES も同時開催され、体験コーナーで

は多くの家族連れがゲームを通してテクノロジーを体感していました。

HANEDA 未来フォーラム ～ 自動運転 Lv4 ～ / 同時開催 多摩大学体験型企画

　中村その子ゼミでは多摩市立諏訪児童館と連携し、同児童館が主催する子供向けイベントの運営に携わっています。7 月 29 日に開催

された「夏あそびプログラム」ではゼミ生 3 名が参加し、かき氷・ヨーヨー釣り・スーパーボールすくい等のブースを担当し、子ども

たちとの会話を通じてイベントの運営を体験することができました。また 9 月 16 日には、「どうぶつひろば」においてゼミ生 4 名が、

うさぎやモルモットなどの小動物のいる公園で受付や会場整理などを通じ、来場者の誘導や安全を確保するとともに、地域の方々と触れ

合いました。他に、「ムシむし探検隊」のイベントでは、昆虫などの生き物を観察しながら子どもたちやご家族と一緒に近隣を散策する

ことで、地域との交流を深めるとともに、児童の興味・関心を引き出す児童館活動を体験することができました。

　諏訪児童館から依頼を受け、同児童館を周知し利活用を促す目的のポスター制作を行い、完成したポスター（写真右）は近隣の掲示板

等に掲示され、広く活用されています。

〈経営情報学部〉中村その子ゼミが諏訪児童館と連携しイベント運営に参画

パネルディスカッション ミライ世代トーク ミライをえがくワークショップ

出原ゼミ：ロボットカーレース 出原ゼミ：ホームラン体験システム 彩藤ゼミ：ホーンテッドランド 新西ゼミ：AIChat


